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. 概 要
健常な心筋の拍動の超音波解析データについて，Bekki-Nozaki Hole が見いだされた[1]。生理学的な
意味は未だ明らかでない。一方，in vitro の系で，SPOC（筋原線維の自励振動現象，Spontaneous Os-
cillatory Contraction)[2]というより単純な系が知られており，理論的な考察も進んでいる。そこで，















上記の Fig. 2 の(a)はパワースペクトルを示し，（b)は対数スケールに直したものである。
図から，明らかなように得られた数値データの解析は単純な1.21 Hz 程度の振動波でよくあらわされてお






必須である。数値化されたデータについては，熱振動現象に見出された BN Hole の例[4]があり，詳細
な解析を行えば BN Hole を見出すことは可能かもしれない。さらに，理論的な解析が進む SPOC にお
いて，BN Hole の検討が進めば，より詳細，かつ，現象に即した収縮モデルの理解につながるかもしれ
ない。
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